
次回の例会

ゴードンR.マッキナリー

クラブテーマ： RC活動を復帰し更に発展すべく
 会員絆の再構築を

地区スローガン： ロータリークラブに活力と
 輝きのある希望を生み出そう！！！
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いつもの寄付です。 ( 宮﨑茂和 )
庵さん、ようこそ福井ロータリーへ。 ( 平野洋一 )
地区大会お疲れ様でした。ホストクラブの京都 RC のおもてなし
に感動しました。 ( 淡島智子 )
わずかでも世界の役にたちますように。 ( 出雲路康照 )
庵さん、入会おめでとうございます。 ( 上田祐広 )
本日、おかげさまで弊社設立丸 12 年となりました。今後とも皆
様にお力添えいただきながら職業奉仕に努めたいと思います。
 ( 木村佳美 )
良いことがありましたので。 ( 桑原慎治 )
野村委員長に玄関でお会いして。早退とネクタイ忘れにお詫び
します。地区大会の写真をいただいて。 ( 菅原将高 )
カレーごちそうさまです。 ( 西岡宏二郎 )
地区大会のロータリーグッズ売り場で「エンド・ポリオ」のキャ
ップを買ってきました。ゴルフで使うのが楽しみです。上田さん、
地区大会の写真ありがとうございます。 ( 野村直之 )
過日、地区大会に参加させていただき、多くのことを学ばせてい
ただきました。ありがとうございました。 ( 八木信二郎 )
庵さん、入会おめでとうございます。 ( 吉岡正盛 )
小川博章・竹内大介・長谷川智洋・林　洋三・村中洋祐
 各　君

地区大会に出席させていただき、皆様に非常にお世話になり、
ありがとうございました。 ( 宮﨑茂和 )
親入会の庵　貴敏さん、入会おめでとうございます。これからロ
ータリーライフをお楽しみください。上田会長エレクト、落ち着
いて頑張ってください。 ( 吉田清二 )
本日は次年度クラブ方針発表をさせていただきありがとうござ
いました。「一歩前に出る」「イキイキワクワク」をキーワードに
頑張ります。 ( 上田祐広 )
庵さん、クラブご入会おめでとうございます。今後、よろしくお願
いいたします。 ( 浮田愼太郎 )
庵さん、ようこそ福井ロータリークラブへ。 ( 角谷恒彦 )
京都の花見もできました。「萬里同風」( 茶席 ) ( 清水慶造 )
ネクタイ忘れました。すみません。 ( 瀬越智和 )
たくさんの寄付金ありがとうございました。 ( 西岡宏二郎 )
庵会員、ご入会おめでとうございます。 ( 長谷川智洋 )
【皆出席御祝】  藤本潤一
皆出席御祝 / 庵さん、ご入会おめでとうございます。
 ( 渡邉義信 )
【在籍御祝】  北島　恬
【誕生日御祝】  山岸恒一
誕生日御祝 /いつもありがとうございます。 ( 中山浩成 )
【配偶者誕生日御祝】  藤本潤一・村井　勝・渡辺和男
【結婚記念日御祝】  登谷大修・初瀬川達郎・村井　勝
 各　君

地区大会に出席の皆さん、ご苦労様でした。 ( 平野洋一 )
先週の地区大会、桜満開の京都を楽しみました。 ( 上田祐広 )
地区大会参加してきました。 ( 北島　恬 )
加藤幹夫・山岸恒一
 各　君

■ 4月25日(木)
  ゲスト卓話 
  (NPO法人 フェアスタートサポート 
   代表理事 永岡 鉄平氏)
■ 5月2日(木)
  休　会
■ 5月9日(木)
  栄誉行事/
  会員卓話(島田  康隆 会員)
■ 5月16日(木)
  職場訪問
  (東京海上日動火災保険(株)   
    福井支店)

今後の予定

■ 開会点鐘 ： 12時30分
■ 閉会点鐘 ： 13時30分

■ 会場：ザ・グランユアーズフクイ
■ ゲスト卓話 / 
 (NPO 法人 フェアスタートサポート 代表理事 永岡 鉄平氏 )
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2024年4月18日　第3578回本日の例会

4 月は「環境月間」です。 －会員みんなが意識を変えるだけで地球「環境」問題は変わる。－

2023-24 年度  会 長

吉田  清二
　2650 地区「地区大会」
　
　先週の土、日、京都で地区大会が行われました。ご出席の皆様ご苦労様でした。大会では今年 101 歳にな
られる千大宗匠の約１時間の元気なお話があり、その中で、私が特に印象に残った２点がありました。
　①日本アンチエイジング医学会の統計では、千さんのような 100 歳以上の人数は、昨年約 79,523 人で（因

みに 110 歳以上のスーパーセンチナリアンは 141 名）100 歳を超えた千大宗匠はロータリー及び御職業である裏千家前家元と
して共に大組織を先頭で牽引している方です。私が所属する日本抗加齢医学会には元顧問で、聖路加国際病院の元院長でもあっ
た日野原重明先生（1911~2017　105 歳で没）がおられました。日野原さんからはアンチエイジング医学のレジェンドとして
興味深く講演を聞いたり多くの著書を読んだりしていました。
　私は千さんはロータリーのレジェンドだと思っています。仕事とロータリーとの兼ね合い、ロータリアンとしての心がまえ
等、毎回興味深い話を聞かせて頂いております。101 歳になられる今年も同様自己に厳しく研鑽を続けておられる様子を聞い
た事です。
　②２点目は、千さんはロータリー歴69年になられるとの事ですが、御自身の事を「未だ真のロータリアンになりきれていない」
と言われた事です。ロータリーの生き字引の様に思っていた千大宗匠の言葉ですので驚きでした。私は入会 30 年余ですが「真
のロータリアンとは？」と考える事が多い現状ですが、それで良いのだと妙に納得をしました。千大宗匠の御言葉を借りれば
それだけ「神秘的で深い哲学を持ったロータリー」なのでしょう。御出席の皆さんはどの様に感じらたでしょうか？
　次に皆様の関心が高いマリオット福井の事ですが、現理事会でも昨年末から対応にあたっています。しかし未だ、マリオッ
ト側の準備が十分でないと言う報告を受けています。今期内の5月にマリオットホテルでお試し例会があると聞いていますが、
マリオット側の準備完了等は来季以降になる見込みですので、来期の上田会長エレクトから対応をまかせて頂きたいという申
し入れが２月頃にありましたので、今日の次年度活動方針発表でその話も出るかと思います。
よろしくお願いいたします。

会長挨拶

12 時 30 分 開会点鐘　

 会長挨拶

 委員会報告・幹事報告・その他

 クラブ協議会 ( 地区大会報告 )

13 時 30 分 閉会点鐘

第 3 回　炉辺会談  テーマ「地震への備え」

第 2班 【開催日時】　2024 年 3 月 7 日 ( 木 )　18：30 ～　　　　【開催場所】　かんきち　福井駅前店
【参  加  者】    ( 座長 ) 中広　久　( 世話役 ) 山野井 秀一、須賀原 和広、城戸 利枝、清水 盛伸、渡辺  崇嗣、岩見 祐樹 
  山内 鴻之祐、木村憲一、田畑 賢一、吉岡 正盛　　 計 11 名

☆  能登半島では余震が続くとの報道があったのでボランティアに参加したかったが、むやみに行かない方がよいと思った。
☆  現地に行って痛感したのは建物のガラスが物凄く割れていたこと。男性従業員が体を張って吹き抜けのエレベーター近く    
      でお客様をお守りした。地震直後はガラスや落下物から身を守ることをしなければいけません。
☆  新幹線の架線事故で缶詰め 3時間に遭遇した。常にペットボトルとスナック菓子等を携行するようにしている。
☆  車には簡易トイレその他種々用意がある。新幹線開通後に地震が発生した場合、観光客の誘導、対応等や近所の老人対応
      が求められる。
☆  普段からお水と防寒着の準備が必要。地震で庭の灯篭の笠が隣の家まで飛んでいって外壁を壊した。補修等で辛い経験を
      した。
☆  あの揺れがあと 30 秒長かったら大変だった。不動産の売買で手付から引渡しまでの間に大地震があったら厄介。仕事柄考
      えさせられる事でした。
☆  インバウンドで外国のお客様を受け入れているときに大きな地震が起きたら言葉が分からないのでいろんな言語、指さし
      や絵で案内することも大切。☆  現状で何の対策もしていないので皆さんの意見を参
      考にさせていただく。
☆  従業員の安否確認、店舗の被害状況の報告で北陸財務局への対応が大変だった。
      普段から連絡網訓練、駆けつけ要員の確認が必要。
☆  私の対策は、はっきり言って祈るしかない。祈りましょう。
☆  ハイブリット車の給電モードを活用して 1500Wで 5日間発電できる。
( 座長 ) まとめますと皆さん長年のキャリアで様々な知恵を持たれていますが、災害は
忘れたころにやってきます。難しいですが日頃から防災対策を確り行っていきましょ
う。

寄付金の状況

 4月  11日分 累　計 目   標 

ニコニコ箱 54,000円 1,996,100円 3,000,000円

ロータリー財団 42,000円 3,697,840円 4,095,900円

米山奨学金 10,000円 2,064,650円 2,540,000円

ありがとうございました。



● 現在会員 128名
● 出席者 79名
● 欠席者 40名
● 出席免除者欠席 9名
● 今回例会出席率 66.4％

● メークアップ 29名
● 欠席者 24名
● 修正出席率 81.2％

  3 月 21 日 ●メークアップ　　　野村直之(4/10 地区 2023-24年度 第2
回ロータリー財団関連委員長会議)、藤本潤一(4/12 地区公共
イメージ委員会)、髙橋宏幸(4/12鯖江)、上田祐広、清水盛
伸、長谷美左子、萬谷光司、瀬越智和(4/10 福井RAC)、畑下
徳洋(4/13 2024学年度米山奨学生カウンセラーのオリエンテ
ーション)、増田喜一郎(4/14 地区第2回社会奉仕委員長会議)
 各　君

 2024 年  4 月 11 日　　第 3577 回　

入会セレモニー

例会報告

報　告

次年度クラブ方針発表
上田  祐広 会長エレクト

　この度は格式と伝統ある、福井ロータリー
クラブへの入会をお認めいただきありがと

うございます。
　皆様にご指導いただき、奉仕活動に努めて参りたいと存じ
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　3月 19 日 ( 火 ) 開花亭にて歴代会長会議が行われました。
　会議にて 2024-25 年度の運営その他について、歴代会長の方々よ
り忌憚なきご意見とご指導を賜り、その後、懇親会を行いました。
　ご参加いただきました歴代の会長の皆様ありがとうございました。

東京海上日動火災保険株式会社
福井支店　支店長　庵　貴敏 会員

本日のソング担当

財団ランチ
カレー

手に手つないで

歴代会長会議

山本  晃司 会員

　まず初めに歴史と伝統ある福井ロータリークラブの第 75 代会長に任命していただ
きありがとうございます。では、まず RI 会長テーマから紹介します。

「ロータリーのマジック」
THE MAGIC OF ROTARY

　RI 会長は、ステファニー A. アーチック様（米国ペンシルベニア州マクマリー RC）です。
　彼女の話す「MAGIC」＝「魔法」とは、ロータリーが高潔な活動を通して生み出す、まるで魔法のような幸
福のことだと私は解釈しました。我々はロータリー活動を通して「MAGIC」を広げ、変化をもたらすことが
できると彼女は話されます。
　
　そして次に 2024-25 年度国際ロータリー第 2650 地区ガバナー　中本勝様（奈良 RC）のテーマをご紹介します。

「持続可能なロータリーに！共に学び、共に行動」
Make Rotary Sustainable! Lean together Act together

　中本ガバナーは、歴代ガバナーの熱き情熱を受け継いでいきたいと、3/16 に行われた会長エレクト研修セ
ミナー（PETS）の冒頭で話されました。今一度ロータリーの原点、基本に立ち返り、持続可能なロータリー
となるよう、楽しくて有意義な輝きのあるロータリー活動をしましよう、と話されました。

　そして、それを受けて、福井ロータリークラブ　2024-25 年度クラブ方針（テーマ）を下記のように定めたいと考えています。

「一歩前に出て学び行動しよう」
～　「イキイキワクワク」するクラブが明るい未来を創る　～

　「一歩前に出る」ことをテーマにしようと思っていたところで PETS を受講し、ガバナーのテーマと連動したテーマに違和
感なく決めることができました。お陰様で一本芯が通ったテーマになった気がしています。
　私は「一歩前に出る」という言葉と「イキイキワクワク」という言葉を前面に打ち出していこうと考えています。創立 75
周年を翌年度に控えた年度を担当する会長として、更なる活気をクラブにもたらすことができるよう、積極的に「一歩前に出
る」＝「参加する」ことが自発的に起こるような事業運営をしていきたいと考えています。そのためにも「イキイキワクワク」
するような事業を行っていきたいと思っています。
　具体的な主な活動としては、まず会員増強。140 名を目指します。また、社会奉仕活動として、地区補助金を利用して「福
井ジュニアアスリート育成事業」を行いたいと考えていますし、「イキイキワクワク」するような事業の企画を親睦活動委員
会にお願いしようと思っています。そして、創立 75 周年準備委員会を立ち上げます。当年度は実行委員会設立と企画をし、
次年度の創立 75 周年の本番に備えます。
　次に、次年度の例会場の件です。今年度理事会にて協議中ですが、私はこのままザ・グランユアーズフクイにて行いたいと
考えています。5月理事会にて審議してもらい、5月 30 日のコートヤードバイ・マリオット福井での移動例会を経て、6月第
2週例会にて会員の皆様に選定理由の説明をさせていただきたいと思っています。
　あと、私の年度は平野ガバナーノミニー兼ガバナー補佐年度となります。IMや地区大会等の行事に多くの会員が参加して
くれるよう、働きかけていきたいと考えています。
　以上、なかなか盛沢山の年度になりそうですが、清水幹事を始め理事役員の皆様、正副委員長の皆様、会員の皆様の力をお
借りし、充実した年度にしていきたいと考えておりますので、ご協力賜りますようよろしくお願いいたします。

第 3 回　炉辺会談  テーマ「地震への備え」

第 4班 【開催日時】　2024 年 2 月 29 日 ( 木 )　18：30 ～　　　　【開催場所】　四季彩中華　シノワ
【参  加  者】    ( 座長 ) 斉藤  信二　( 世話役 ) 田中  秀也、野村  直之、市橋  信孝、前川  小百合、鷲田  泰紀、
 　　　　　　　堀内  康代、野路  純平、淡島  智子、中田  善弘、藤本  潤一、八木  信二郎、小川  博章　 計 12 名

☆ 日本にいる限り地震は避けられないので、原発についてはかなり心配している。地震の程度に関わらず、影響を受けないよ   
      うに体制をしっかり整えてほしい。
☆ 地震保険の加入について。福井県は約３５％の加入率。能登地方でほとんど加入されていないようだ。加入率日本一は宮城
      県、最低は沖縄県。備えあれば憂いなし。ぜひご検討を。
☆ 机の下に潜るのは今は昔？教育現場でも違うのでは。揺れが落ち着いたら屋外に出て確認する。２Ｆのトイレが有効だと思
     う。
☆ 被災した際の待ち合わせ場所等の確認を家族で話し合った。
☆ お風呂のお湯を必ず残すようにする。
☆ 厚底の靴を必ず用意するようにする（がれきの中を逃げることになるから）。
☆ 地震に強い住宅が一番大事なのでは。
☆ バッテリーが必要だと思う、会社も自宅もやはり電気が必要です。
☆ 非常用品（簡易トイレ、発電機、電気を使用しない灯油ストーブ、カセットコン
     ロ、車をハイブリッドにして給電、飲料水、非常食）が最低限必要。
☆ ペットで救われた。今回の地震でも揺れが来る前に吠えた。心の準備が出来た。
     ただ避難先の受け入れ先でペットがいることで困難になることもある。注意が必要。
☆ 能登地方にお見舞いに行った際、現地の人たちが意外と言えば失礼にあたるが、復興に向けて、すでに仕事のことをしっか
      り考えている方が多くびっくりした。強いなと感じた。
☆ 社員向けに備蓄をしているが、３割は賞味期限切れになる前に社員で消費し、７割はフードバンクに寄付させてもらってい
     る。
☆ アルミホイールのガウンが結構あたたかいことを知った。震災を決して忘れてはいけない。電気に頼らない生活を考えてみ
      るのも必要だと思う。
☆ 教育の現場においても他者を守る環境（防災、避難経路等）を再確認し、日頃から危機意識をしっかり持つことが大切だと
      思う。
☆ 不特定多数の方が利用する場所においてはより危機意識が大事。スプリンクラーも誤操作を起こす。ライフラインの確認を
      しっかりすることが重要。
☆ システムのデータ管理を見落としがち。保険もあるようだが無くしたデータを完全復旧するのは不可能に近い。クラウド等、
      しっかり保管できる環境を強化すべき。
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